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FisCom 減価償却 V4

導入テキスト 

本書は、資産登録や帳票作成など減価償却システムの基本的な操作方法をまとめたものです。初めてシステ

ムを利用する場合などにご活用ください。 

なお、細かい操作方法等は弊社サポートデスクへお問合せください。 
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基本操作 

 

システムの起動／終了 

１：デスクトップ上の「FisCom減価償却システム」アイコンをダブルクリックして起動します。 

２：ユーザーアカウント制御の許可メッセージが表示されたら＜はい＞をクリックします。 

３：ログイン ID、パスワードを入力して＜ログイン＞をクリックします。 

４：システムが起動し、ホーム画面が開きます。 

 

 

 

 

「保存」にチェックすると 

次回ログイン以降、入力を 

省略できます。 

システムを終了するときは 

＜終了 F8＞をクリックします。 

ログイン  ●ログインＩＤ：              

情報メモ  ●パスワード ：              
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処理年度の切り替え 

処理年度の切り替えはホーム画面で行います。 

処理年度の切り替えは、切替処理を行ったユーザーのみ影響します。 

同時ログインしている他ユーザーの処理年度が連動して切り替わることはありません。 

１：左上の「処理年度」欄をクリックして、表示したい年度をクリックします。 

２：「処理年度を変更します。よろしいですか？」という確認メッセージが表示されます。 

  ＜はい＞をクリックします。 

※減価償却システムは未来の年度データも閲覧・編集できるよう、実際より先の年度も一覧表示されます。 

 

 

メニューの切り替え 

システムは大メニューごとにタブが分かれており、そのタブ内に小メニューが一覧表示されています。 

マウスクリックでタブを切り替えてメニューを開くほか、ホーム画面右下の「メニュー番号（F2）」から 

現在表示しているメニュータブ内の小メニュー番号を入力してメニューを開くことができます。 

 

 

小メニュー一覧 

各項目クリックでメニューが開きます。 

小メニュー番号を入力して 

Enter または Tab キー押下 

 

大メニュー 
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新機能：会計情報システムからの通知 

システムの更新など、会計情報システムからユーザーへお知らせしたい内容がある場合にシステムから通知

を確認できるようになりました。 

＜会計情報システムからの通知＞をクリックすると通知一覧画面が開きます。 

通知のタイトルをクリックすると詳細が掲載された弊社ホームページが自動表示されます。 

 

 

新機能：リモートサポート 

サポートデスクとリモート接続する際に起動するリモートソフトを、システムから起動できるようになりま

した。システム操作に関して不明な点があれば、サポートデスクがユーザーのパソコンをリモート接続して

確認します。 

 

□未読のみ表示 

 チェックオンすると未読の通知のみ表示します。 
会計情報システムからの通知 

＜全て既読にする＞ 

 クリックするとその時点で 

未読の通知がすべて既読状態になります。 

「内容」をクリックすると 

その通知の詳細が掲載された 

会計情報システムのホームページへ 

自動遷移します。 

②実行 をクリック 

③実行する をクリック 

④サポートデスク担当者が 

指定する番号のアイコンを 

ダブルクリック 

①リモート接続開始 をクリック 

リモートサポート 

※サポートデスク側が接続準備しない限り、接続する相手先の 

 アイコンは表示されません。 

 リモート接続の際は事前に弊社サポートデスクまでお問合せ

ください。 
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新機能：マニュアルページへ移動 

システムから、マニュアルページを開けるようになりました。常に最新のマニュアルを確認できます。 

＜マニュアルページへ移動＞をクリックすると、会計情報システムホームページ内のマニュアル掲載ページ

が表示されます。 

 

 

  

マニュアルページへ移動 
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資産管理 

 

資産登録 

資産を登録する方法は、「個別登録」と「インポート」による一括登録の 2種類があります。 

ここでは「個別登録」の方法を記載します。 

１：【メイン】タブから［1.資産登録］メニューをクリックします。 

２：＜F1 新規入力＞をクリックし必要情報を入力します。 

  最初に画面上部の全般情報を入力し、その後基本情報等の各タブ内の項目を入力・内容確認します。 

３：＜F1 新規登録＞をクリックして保存します。 

 

 

 

各欄の入力項目は次のとおりです。 

 

 

  

全般 

・基本情報タブ 

・拠点・サービス区分タブ 

・区分タブ 

・減価償却情報タブ 

・減価償却タブ 
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◎全般 

 

 

必須 項 目 内          容 

＊ コード 資産コードを入力します（半角数字 6桁）。 

自動付番のルールを設定している場合、入力不要です。 

 New 枝番 資産枝番コードを入力します（半角数字 3桁）。 

コードの自動付番のルールを設定している場合、入力不要です。 

自動付番なしの場合、既に登録済のコードを入力すると枝番が自動的に入力さ

れます。 

 New管理番号 資産コード以外のルール（番号）で管理する場合に入力します（全角 3文字、

または半角英数字 6桁）。 

＊ 科目 資産科目コードを指定します。 

ボタンクリックすると資産科目リストが表示されます。 

＊ 資産名 資産名を入力します（全角 20 文字、半角 40 文字）。 

＊ フリガナ 資産名を入力すると自動反映します（40 文字）。任意で変更も可能です。 
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◎基本情報 

 

 

必須 項 目 内          容 

＊ 取得日付 取得日付を入力します。Ｖボタンクリックでカレンダーから日付指定でき

ます。※和暦・西暦の入力方法は法人情報設定の内容により異なります。 

 数量 取得数量を入力します。（半角数字 9桁）※整数のみ入力可能 

 New単位 取得単位を選択します。［単位設定］メニューで登録した単位がリストアッ

プされます。初期値は空欄です。 

＊ 取得価額 取得金額（税込）を入力します。（半角数字 9桁） 

 税抜金額 取得価額から消費税額を差し引いた金額が自動計算されます。 

 消費税額 取得日付、取得価額をもとに［消費税率設定］メニューに登録されている

税率で自動計算されます。 

 単価 数量、取得価額をもとに自動計算されます。（取得価額÷数量） 

 New 購入先 資産の購入先業者を指定します。［購入先設定］メニューで登録した購入先

がリストアップされます。 

 New ラベル表示名 資産ラベル表示用に品名を登録します（全角・半角 100 文字）。 

資産名に入力した文字が自動反映します。任意で修正可能です。 

 New 型式 資産の型番等を入力します（全角・半角 100 文字）。 

 備考 資産に関するメモ等にご利用ください（全角・半角 70 文字×4行）。 

 New 画像 ＜画像読込＞を押下して資産の画像を取り込みます。 

（対応済拡張子：*.gif、*.jpg、*.jpeg、*.bmp、*.wmf、*.png） 

 New 添付ファイル ＜新規…＞を押下して資産に関するファイルを取り込みます。 

（どの拡張子でも添付できます。） 
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◎新機能：拠点・サービス区分 

ひとつの資産データを拠点やサービス区分ごとに配分して管理できるようになりました。 

 

 

▼画面上部：該当資産の拠点・サービス区分の移動履歴を表示します。

 

 

▼画面中央：これから追加する拠点・サービス区分情報の条件を指定する画面です。 

 

 

必須 項 目 内          容 

＊ 日付 初回は基本情報タブで入力した取得日付が表示されます。 

 取得価格／数量 基本情報タブで入力した取得価額（税込）と数量が表示されます。 

＊ 端数処理 拠点・サービス区分配分する場合の端数処理方法を 

「切り捨て」「四捨五入」「切り上げ」から選択します。 

 

  

＜追加＞をクリック 

拠点・サービス区分ごとの 

配分数を入力して＜OK＞ 
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画面中央の＜追加＞ボタン押下後に表示される配分設定画面です。 

 

 

▼（画面上部）：＜追加＞ボタン押下前の画面で設定した内容が表示されます。「端数処理」のみ、この画面

上でも変更できます。 

 

 

▼（画面下部）これから追加する拠点・サービス区分の情報を入力する画面です。 

 

必須 項 目 内          容 

＊ 配分数 拠点・サービス区分ごとに配分数を入力します。 

配分数の合計を 100 にする必要はありません。システムの方で合計数を分

母として、個々の部門の配分数から数量・金額が計算されます。 

 数量 配分数から自動計算されます。 

 金額 配分数から自動計算されます。手修正も可能です。 

＊ ☑主要サービス区分 メインで資産管理するサービス区分にチェックします。 

帳票を印刷するうえでの設定に使用されます。 

 ☑調整サービス区分 配分で端数が発生した場合に端数処理するサービス区分にチェックしま

す。 
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◎区分（任意の登録） 

【マスタ】タブ内の［5.区分設定］メニューで登録した区分、［6.区分明細設定］メニューで登録した区分明

細を設定します。 

 

▼画面上部：該当資産の区分の移動履歴を表示します。 

 

▼画面中央：これから追加する拠点・サービス区分情報の条件を指定する画面です。 

 

 

必須 項 目 内          容 

 区分 設定する区分を選択 

 取得価格／数量 基本情報タブで入力した取得価額（税込）と数量が表示されます。 

＊ 端数処理 複数区分へ配分する場合の端数処理方法を「切り捨て」「四捨五入」「切り

上げ」から選択します。 

 

  

＜追加＞をクリック 

区分明細ごとの 

配分数を入力して＜OK＞ 
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画面中央の＜追加＞ボタン押下後に表示される区分ごとの配分設定画面です。 

 

▼（画面上部）：＜追加＞ボタン押下前の画面で設定した内容が表示されます。「端数処理」のみ、この画面

上でも変更できます。 

 

▼（画面下部）これから追加する区分の情報を入力する画面です。 

 

必須 項 目 内          容 

＊ 配分数 区分明細ごとに配分数を入力します。 

配分数の合計を 100 にする必要はありません。システムの方で合計数を分

母として、個々の配分数から数量・金額が計算されます。 

 数量 配分数から自動計算されます。 

 金額 配分数から自動計算されます。手修正も可能です。 

＊ ☑主要区分 メインで資産管理する区分明細にチェックします。 

 ☑調整区分 配分で端数が発生した場合に端数処理する区分明細にチェックします。 
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◎減価償却情報 

減価償却額などを計算するための情報を入力します。 

 

 

項 目 内          容 

償却 「償却する」「償却しない」どちらかを選択します。 

初期値：［科目設定］メニューで設定した方 

New 償却方法 償却方法は「定額法」で固定です。 

「☑定額法償却率を使用する」のチェックオン/オフは選択できます。 

※初期値はチェックオンの状態です。 

＊「定額法償却率を使用する」のチェックを… 

 オンにする場合：減価償却額＝（取得価額－残存価額）×定額法の償却率 

 オフにする場合：減価償却額＝（取得価額－残存価額）÷耐用年数 

 ※備忘価額は最終年度で調整するので減価償却額に影響しません。 

耐用年数 資産の耐用年数を入力します（半角数字で 100 まで）。 

初期値：［科目設定］メニューで設定した耐用年数 

New 残存価額 ０円／1円／1円×数量／5％／10％／金額指定 から耐用年数経過後の 

処分可能価額または利用可能価額を設定します。リース物件は残価保証額を設定

します。「金額指定」の場合は右横の「金額」欄に金額入力します。 

初期値：［科目設定］メニューで設定した残存価額 

備忘価額 ０円／1円／1円×数量／5％／10％／金額指定 から 

減価償却完了後に固定資産管理上の帳簿価額を指定します。 

減価償却額を計算する際の計算要素には含まれません。 

「残存価額」0円の場合のみ設定できます。 

「金額指定」の場合は右横の「金額」欄に金額入力します。 

初期値：［科目設定］メニューで設定した備忘価額 
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項 目 内          容 

償却額 設定した償却方法に基づいて償却額（普通償却額）を自動計算します。 

手修正も可能です。 

初年度償却方法 初年度の償却方法（2分の 1償却(New)／翌会計年度／取得会計年度／月割償

却）を選択します。初期値：［法人情報設定］メニューで設定した償却方法 

初年度償却額 選択した「初年度償却方法」に基づき、償却額から初年度における減価償却額が

自動計算されます。手修正も可能です。 

New 最終年・月調整 耐用年数で償却しきれなかった場合の調整方法（最終年・月調整／翌年・月調整

／調整せず）を選択します。 

初期値：［法人情報設定］メニューで設定した調整方法 

New 

減価償却最終明細行 

サービス区分配分方法 

複数のサービス区分で資産を管理する場合で、減価償却が終わり備忘価額のみに

なったとき、備忘価額の配分方法を選択します。（サービス区分配分する／サー

ビス区分間で等分する／調整サービス区分に計上する） 
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◎減価償却 

「減価償却情報」タブで登録した内容の結果を、減価償却表として全拠点またはサービス区分ごとに確認で

きます。また、償却方法修正や取得額増加、除却処理もこの画面でおこないます。 

 

 

項 目 内          容 

サービス区分 「全体表示」または「サービス区分」ごとに減価償却表を表示します。 

サービス区分ごとの表は閲覧のみ可能、編集は「全体表示」を指定したときのみ可能

です。 

［拠点別ログインユーザ設定］メニューにて、ユーザーごとに各拠点の閲覧・編集等

の権限を制限している場合、参照権限の無い部門があると「全体表示」のみ表示され

「サービス区分」ごとは表示されません。 

 

▼画面中央：償却明細 

 1 行目に取得年月日が表示され、以降は毎年の償却情報が一覧表示されます。 

 

ロックした明細行はチェックが入ります。 
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▼画面下部：各種操作ボタン 

 

 

項 目 内          容 

＜償却方法修正＞ 「減価償却情報」で登録した内容をこの画面でも編集できます。 

変更した内容は＜OK＞ボタン押下で償却明細に自動反映します。 

＜取得価額増加＞ 固定資産の修繕や増築を行った場合など、既に登録済の資産の取得価額を増加させる

場合にクリックし、増加分の情報を入力します。 

増加分の取得日付以降の減価償却行の情報が書き換わります。 

※平成 19 年度税制改正に伴い、平成 19 年 3月 31日以前に行った資本的支出に伴

う増加は＜取得価額増加＞機能により元の資産に加算し減価償却します。平成 19 年

4月 1日以後に行った資本的支出に伴う増加は、原則として元の資産と同じ耐用年数

の資産を新たに取得したものとして減価償却するため、別資産として新規登録してく

ださい。 

＜除却売却＞ 資産を除却または売却する際にクリックし必要情報を入力します。 

※詳細は後述します。 

＜最終行追加＞ 最終償却行の下に 1行追加されます。日付や減価償却額などの情報を手入力します。 

＜最終行削除＞ 減価償却表の最終行を削除します。ロックされている場合は削除できません。 

＜全計算＞ 現在の内容で全体を再計算処理します。 

＜F3 ロック＞ 期間を指定して、減価償却表のデータにロックを掛けることができます。 

ロックを行った減価償却行は右端のロック欄にチェックが入ります。 

ロックは期間指定で行えますが、アンロックは全ての年度のロックが解除されます。 
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国庫補助金等特別積立金の管理 

システムでは資産と紐づけて国庫補助金等特別積立金の管理も行えます。 

資産登録後、国庫補助金等特別積立金と対応設定することで補助金に関する帳票の出力が可能です。 

◎一般的な国庫補助金の管理 

１：補助金対象資産の登録 

  前述した〔資産登録（p.7）〕の手順で補助金対象となる資産を登録します。 

２：国庫補助金の登録 

  １と同じ手順で、対象資産に対して受け取った補助金も資産登録します。 

▼国庫補助金の資産登録例（全般・基本情報タブ） 

 

▼国庫補助金の資産登録例（減価償却情報タブ） 

 

科目は「国庫補助金」を選択します。 

数量は「1」を入力します。 

金額は対象資産に対して 

受け取った補助金額（総額）を入力します。 

資産名は補助金の名称を入力します。 

※補助金名称は似た名称になることが多く 

後からどの補助金がどの資産に対応する 

か分かりにくくなる可能性があります。 

「〇〇補助金0101」のように末尾に 

対応資産の資産コードを入力する等、 

名称で判別が付くようにすることを 

お勧めします。 

償却方法・耐用年数など、 

対象資産と同じ内容を設定します。 

残存価額・備忘価額は 0 円にします。 
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３：国庫補助金対応設定 

①【マスタ】－［国庫補助金対応設定］メニューを開きます。 

②＜F1 修正＞をクリックし、右端の列にそれぞれの国庫補助金に対応する固定資産の資産コード・枝番を 

指定します。 

③＜F1 登録＞をクリックして保存します。 

 

 

  

減価償却システムに登録されている 

国庫補助金の一覧 

国庫補助金に該当する固定資産の 

資産コード（枝番）を指定します。 

＜F1 登録＞ 
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◎コロナ感染症対策補助金の管理 

コロナ感染症対策補助金の場合、固定資産だけでなく消耗品も購入する場合があるため、一般的な国庫補助

金の登録方法と一部手順が異なります。 

ここでは消耗品と固定資産を購入し、その両方に対し補助金が降りた場合の管理方法をご案内します。 

 

※あくまでも弊社システムの運用として推奨する管理方法です。会計士等から別の管理方法で指示を受けた

場合は事前に弊社サポートデスクまでご相談ください。システムで対応可能か確認致します。 

 

１：補助金対象資産の登録 

  前述した〔資産登録（p.7）〕の手順で補助金対象となる資産を登録します。 

２：国庫補助金の登録 

  １と同じ手順で、対象資産に対して受け取った補助金も資産登録します。 

  固定資産と消耗品を購入し、まとめて補助金を受け取った場合も、固定資産分と消耗品分でそれぞれ 

国庫補助金を分けて登録してください。〔参照：◎一般的な国庫補助金の管理（p.18）〕 

３：国庫補助金対応設定 

①【マスタ】－［国庫補助金対応設定］メニューを開きます。 

②＜F1 修正＞をクリックし、右端の列にそれぞれの国庫補助金に対応する固定資産の資産コード・枝番を 

指定します。 

このとき、消耗品に関する国庫補助金は対応資産の設定不要のため空欄としてください。 

 

③＜F1 登録＞をクリックして保存します。 

〔参照：◎一般的な国庫補助金の管理（p.18）〕 

 

コロナ感染症対策

補助金で何を

購入しましたか？

消耗品を購入

国庫補助金の登録を推奨します

購入物は経費扱いのため管理不要ですが、

国庫補助金のみシステムで管理しておくと、

会計データと整合性が保たれて

確認しやすくなります。

固定資産を購入

減価償却システムで管理

対象資産と国庫補助金の両方をシステムで

管理します。

※一般的な国庫補助金と同じ手順で

登録してください。
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データロック 

各資産の償却明細を手修正した場合など、再計算がかかり手入力した内容が消えないよう資産ごとにロック

を掛けておくことができます。 

データロックの方法は「個別ロック」と「指定年度まで一括ロック」の 2種類があります。 

 

◎個別ロック 

①該当資産データを表示し、「減価償却」タブを表示します。 

閲覧モードの場合は＜F1 修正＞で編集モードに切り替えます。（新規登録中の画面でも対応可能です。） 

②＜F3 ロック＞をクリックします。ロック期間を確認・設定して＜OK＞をクリックします※。 

③＜F1 新規登録＞または＜F1 登録＞をクリックして保存します。 

 

 

※ロック期間（迄日）はカーソルがある減価償却 

明細行を初期値として表示します。 

(カーソルが明細内に無い場合はの全期間) 

償却明細の途中までロックを掛けたい場合は、 

該当行にカーソルを置いた状態で＜F3 ロック＞ 

をクリックするか、ロック設定画面上で直接 

期間指定してください。 
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◎指定年度まで一括ロック 

全資産を対象に、現在日付直近の 3月 31 日まで一括ロックを掛ける機能です。 

例）令和 7年 1月に［データロック］を行った場合…全データを令和 7年 3月 31 日の明細行までロック 

  令和 7年 4月に［データロック］を行った場合…全データを令和 8年 3月 31 日の明細行までロック 

 

①【システム】－［13.データロック］メニューを開きます。 

②「すべての資産に対し xxxx 年 03 月 31 日でロックします」とメッセージが表示されます。 

 年月日を確認し＜はい＞をクリックします。 

 

 

直近の 3月 31 日まで全データロック済の場合、［データロック］を 

クリックしても「ロック済みです」とメッセージが表示され、ロック処理を 

進めることはできません。 

 

また、［データロック］は既に該当年より先の明細行までロック済の資産には 

影響ありません。 
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資産表示 

 

新機能：資産一覧 

メニュー：【メイン】－［4.資産一覧］ 

登録した資産を項目別に一覧表示します。 

この画面に表示された資産をダブルクリックするとその資産の詳細情報が資産登録画面に表示され、その後

必要に応じて資産情報を変更することができます。 

 

 

  

表示対象（資産科目一覧） 

ソート項目（クリックして昇順・降順で並べ替え可） 

右クリックして「表示項目」から一覧表示する項目を変更できます。 

 表示した資産行をダブルクリックすると、資産情報の確認や修正ができます。 

 



最終更新日：2026/01/26 

24 

◎資産科目で絞り込んで表示 

画面左側の資産科目一覧から表示対象とする資産をクリックすると、その科目のみ一覧表示されます。 

 

 

◎資産名・カナで絞り込んで表示 

画面上部の「資産名・カナフィルタ」に該当資産の資産名を入力します。入力した内容に一致する資産だけ

一覧表示されます。 

 

 

  

該当科目をクリック 
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◎その他の検索条件で絞り込んで検索 

画面左側の「資産科目」タブ横にある「検索条件」タブをクリックすると検索条件設定画面が表示されま

す。次の項目から絞り込んで検索が可能です。 

 

 

検索条件 内          容 

コード コードで検索します。左右の入力枠を使い範囲指定検索も可能です。 

枝番 枝番で検索します。左右の入力枠を使い範囲指定検索も可能です。 

管理番号 コードと別で設定した管理番号から検索します。（部分一致含む） 

削除区分 除却と別で、完全削除した資産データを検索する場合は「削除」を選択します。 

資産名 「資産・カナフィルタ」と同様、資産名で検索します。 

フリガナ 「資産・カナフィルタ」と同様、資産名のフリガナで検索します。 

取得日付 資産の取得日付で検索します。年月日を手入力するか、カレンダーから選択します。 

左右の入力枠を使い範囲指定検索も可能です。 

数量 1 つの資産データに登録した数量で検索します。 

左右の入力枠を使い範囲指定検索も可能です。 

単位 登録している単位で検索します。 

取得価額 取得価額で検索します。左右の入力枠を使い範囲指定検索も可能です。 

購入先 購入先で検索します。ボタンをクリックすると購入先リストが表示されます。 

ラベル表示名 ラベル表示名で検索します。 

形式 型番など「形式」欄に登録した内容で検索します。 

備考 備考欄の内容で検索します。 

拠点 資産登録した拠点で検索します。 

サービス区分 資産登録したサービス区分で検索します。 

検索条件を設定後、 

＜検索開始＞をクリック 

＜F3 検索条件クリア＞ 

設定した検索条件をリセットして 

初期値（検索条件なしの状態）に戻します。 
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検索条件 内          容 

区分 資産登録した区分で検索します。チェックして区分を選択すると下に区分明細が表示さ

れます。初期値は全区分明細が選択されているので、該当する区分を選択します。 

ドラッグで連続選択、Ctrl キー＋左クリックで複数選択が可能です。 

償却 償却区分（償却する／償却しない）から選択します。 

耐用年数 資産の耐用年数で検索します。左右の入力枠を使い範囲指定検索も可能です。 

残存価額 

備忘価額 
残存価額・備忘価額で検索します。左右の入力枠を使い範囲指定検索も可能です。 

償却計算単位 月単位償却の資産か、年単位償却の資産で検索します。 

初年度償却額 資産を取得した年度（初年度）の減価償却額で検索します。 

左右の入力枠を使い範囲指定検索も可能です。 

最終年・月調整 耐用年数で償却しきれなかった場合の償却額調整方法「最終年・月調整」「翌年・月調整」

「調整せず」から検索します。 

減価償却最終 

明細行サービス

区分配分方法 

複数のサービス区分で資産を管理している場合で、備忘価額の配分方法で検索します。 

（サービス区分配分する／サービス区分間で等分する／調整サービス区分に計上する） 
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資産の除却売却 

資産の除却・売却はひとつずつ除却・売却処理する「個別除却・売却」と複数資産をまとめて除却・売却す

る「一括除却・売却処理」があります。本書では個別除却・売却の手順をご案内します。 

 

個別除却・売却（部分除却） 

例：ワゴン車 2 台のうち 1 台を除却する 

１：該当資産データを表示して＜F1 修正＞をクリックして編集状態にします。 

  ・償却途中の資産を部分除却する場合…ロックが掛かっていると除却処理できません。 

                    ＜F3 ロック＞からアンロックしてください。 

  ・償却完了後の資産を部分除却する場合…償却完了時点までロックが掛かっていても除却可能です。 

 

 

２：「減価償却」タブを開き＜除却売却＞をクリックします。 

 

 

３：除却売却画面で＜追加＞をクリックして必要情報を入力します。 

 

資産名カナ下部に「ロック期間」が表示されている資産はロック状態です。 

＜除却売却＞ 

減価償却 

＜追加＞をクリック 

入力画面が表示されます。 
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必須 項 目 内          容 

＊ 日付 除却売却する日付を入力します。初期値は作業日当日が表示されています。 

 除却売却可能日付 ここに表示されている日付以降で除却売却処理が可能です。（編集不可） 

＊ 除却売却数量 除却・売却する数量を入力します。（半角数字 3桁）※整数のみ 

 除却売却可能数量 現在除却・売却が可能な数量（残数）が表示されています。（編集不可） 

 除却売却額 「除却売却数量」をもとに自動計算されます。手修正も可能です。 

 除却売却可能額 現在除却・売却が可能な金額（取得価額）が表示されています。（編集不可） 

＊ 除却方法 償却途中で除却する場合のみ、除却方法を選択します。 

・期首帳簿で除却する（その年の減価償却費は計上しません。） 

・除却月で除却する（その年の減価償却費は月割で計上します。） 

・減価償却後、除却する（その年の減価償却費を満額計上します。） 

※初期値は［法人情報設定］メニューで管理しています。 

 

４：入力完了後＜登録＞をクリックして除却売却情報を登録します。 

除却情報が登録されたら＜終了＞をクリックします。 

 

５：減価償却明細表に除却売却情報が追加されます。 

▼償却完了後に部分除却した場合：最終行に除却売却情報が作成されます。 

 

 

部分除却の場合、「除却売却数量」に 

除却する分の資産数だけ登録します。 

＜登録＞ 

除却情報が登録されます。 

＜終了＞ 
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▼償却途中で部分除却した場合：償却明細の間に除却売却情報が挿入されます。 

               差引残高は個別に修正してください。 

 

 

６：内容確認し、＜F1 登録＞をクリックして保存します。 

 ※ロック解除した場合は再度ロックを行ってから保存してください。 

 

  

修正方法①最終行の「減価償却増加」を手修正して調整 

▼修正前 

 

▼修正後 

 

 

修正方法②＜償却方法修正＞から備忘価額を手修正 

 →  

＜OK＞で保存すると償却明細が再計算されます。 
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個別除却・売却（全部除却） 

例：ワゴン車１台を除却する 

１：該当資産データを表示して＜F1 修正＞をクリックして編集状態にします。 

２：「減価償却」タブを開き＜除却売却＞をクリックします。 

 

 

３：除却売却画面で＜追加＞をクリックして必要情報を入力します。 

 

必須 項 目 内          容 

＊ 日付 除却売却する日付を入力します。初期値は作業日当日が表示されています。 

 除却売却可能日付 ここに表示されている日付以降で除却売却処理が可能です。（編集不可） 

＊ 除却売却数量 除却・売却する数量（全量）を入力します。（半角数字 3桁）※整数のみ 

 除却売却可能数量 現在除却・売却が可能な数量（残数）が表示されています。（編集不可） 

 除却売却額 「除却売却数量」をもとに自動計算されます。手修正も可能です。 

 除却売却可能額 現在除却・売却が可能な金額（取得価額）が表示されています。（編集不可） 

 

４：入力完了後＜登録＞をクリックして除却売却情報を登録します。 

除却情報が登録されたら＜終了＞をクリックします。 

 

 

＜除却売却＞ 

減価償却 

＜追加＞をクリック 

入力画面が表示されます。 
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５：減価償却明細表に除却売却情報が追加されます。 

最終行に除却売却情報が作成されます。 

 

 

６：内容確認し、＜F1 登録＞をクリックして保存します。 

  ※必要であれば除却行にもロックを掛けてから保存してください。 

 

  

＜登録＞ 

除却情報が登録されます。 

＜終了＞ 
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資産の移動 

資産を登録後、拠点や区分を移動する場合の手順をご案内します。 

 

拠点・サービス区分の移動 

１件ずつ移動する「個別移動」と一括で移動する「一括移動」の２つの方法があります。 

本書では１件ずつ移動する「個別移動」の方法をご案内します。 

１：該当資産を編集状態で表示し、「減価償却」タブで＜F3 ロック＞をクリックします。 

アンロックを選択して＜OK＞をクリックすると償却明細のロックが解除されます。 

 

２：「拠点・サービス区分」タブを開きます。 

３：画面中央の「日付」で資産移動する日付を指定し＜追加＞をクリックします。 

  ※資産取得日と同日は指定できません。翌日以後の日付を指定してください。 

４：拠点・サービス区分移動画面が開くので、移動先となる拠点・サービス区分に配分数を登録します。 

  移動後の主要サービス区分・調整サービス区分にもチェックオンし＜OK＞をクリックします。 

５：移動履歴に履歴行が追加されたのを確認して＜F1 登録＞で保存します。 

 

＜F3 ロック＞ 

「アンロック」にチェックして 

＜OK＞ 
償却明細の「ロック」欄の 

チェックが外れます。 

移動日付を指定して＜追加＞ 

移動先に配分数等を指定して＜OK＞ 

＜F1 登録＞ 
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区分の移動 

１：該当資産を編集状態で表示し、「減価償却」タブで＜F3 ロック＞をクリックします。 

アンロックを選択して＜OK＞をクリックすると償却明細のロックが解除されます。 

 

２：「区分」タブを開きます。 

３：登録済の区分内で区分明細のみ移動する場合は画面中央の＜編集＞ボタンをクリックします。 

  区分明細の配分数等を編集して＜OK＞をクリックします。 

 

４：新たに区分を追加する場合は「区分」欄で区分を選択してから＜追加＞をクリックします。 

  登録済の区分が不要な場合は＜削除＞をクリックして削除します。 

５：移動履歴に最新の区分データが反映したことを確認して＜F1 登録＞で保存します。 

 

  

＜F3 ロック＞ 

「アンロック」にチェックして 

＜OK＞ 
償却明細の「ロック」欄の 

チェックが外れます。 

＜編集＞ 

区分明細の配分数等を指定して 

＜OK＞ 
＜F1 登録＞ 
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帳票印刷 

システムでは次の帳票を印刷またはファイル出力（Excel／PDF 保存）できます。 

タブ メニュー 帳票名 

（任意のタイトルに変更できま

す。） 

拠点・サービス区分で 

配分した資産の表示方法 ※ 

帳 
 

 
 

 

票 

資産一覧表 資産一覧表 総額表示 

固定資産台帳 固定資産台帳 総額表示 

資産明細表 資産明細表 配分した金額で表示 

減価償却一覧表 減価償却一覧表 配分した金額で表示 

除却売却一覧表 除却・売却一覧表 除却売却額は配分した金額で表示 

除却売却数量は総数で表示 

国庫補助金(特)一覧表 国庫補助金等特別積立金一覧表 配分した金額で表示 

国庫補助金(特)台帳 国庫補助金等特別積立金台帳 総額表示 

サービス区分 

移動資産一覧表 

サービス区分移動資産一覧表 － 

※移動日と移動数量のみ 

固定資産帳票（旧様式） 固定資産管理台帳 拠点ごとのデータを表示 

固定資産増減明細表 

固定資産集計表 

メ
イ
ン 

減価償却仕訳生成 減価償却仕訳 拠点ごとの償却額を集計 

除却仕訳作成 除却仕訳 拠点ごとの除却額を集計 

 

※総額表示…拠点・サービス区分で絞り込んで帳票出力した場合も、資産全体の総額が表示されます。 

 配分した金額で表示…印刷条件で絞り込みが無い場合は総額表示、拠点・サービス区分で絞り込んで 

           帳票出力した場合は、その拠点・サービス区分ごとの金額を表示します。 

 

＊会計の附属明細書「別紙３(⑧)基本財産及びその他の固定資産の明細書」について、旧システムでは減価償却システム

から発行していましたが、本システムより FisCom社会福祉法人会計 V6と連動することで会計システム側から出力可能

となりました。 

 

  



最終更新日：2026/01/26 

35 

固定資産台帳の出力 

登録した資産の基本情報や減価償却情報を固定資産台帳として印刷・ファイル出力できます。 

１：【帳票】－［2.固定資産台帳］メニューを開きます。 

２：印刷条件を指定します。 

 

３：画面下部のメニューバーから印刷、Excel／PDF 保存します。 

プレビュー画面から印刷やファイル出力も可能です。 

 

  

処理年度を指定 

印刷条件 

印刷する資産を絞り込む 

場合の条件を指定します。 

チェックボックスに 

チェックオンすると 

条件として使用できます。 

印刷設定を確認 

・帳票タイトル 

・追加表示する項目 

・印刷日時の出力 

・印刷ユーザーの出力 

・ページ数出力 

・出力順 

資産選択 

印刷条件をもとに抽出した資産が一覧表示されます。 

印刷する資産の「選択」欄にチェックします。 

（初期値はすべてチェックオンの状態です。） 
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減価償却一覧表の出力 

固定資産の増減確認、減価償却仕訳を作成するための根拠資料です。 

１：【帳票】－［減価償却一覧表］メニューを開きます。 

２：印刷条件を指定します。 

 

３：画面下部のメニューバーから印刷、Excel／PDF 保存します。 

プレビュー画面から印刷やファイル出力も可能です。 

 

  

処理年度を指定 

印刷条件 

印刷する資産を絞り込む 

場合の条件を指定します。 

チェックボックスに 

チェックオンすると 

条件として使用できます。 

印刷設定を確認 

・帳票タイトル 

・追加表示する項目 

・印刷日時の出力（印字位置は固定） 

・印刷ユーザーの出力（印字位置は固定） 

・ページ数出力 

・出力順／出力用紙サイズ 

資産選択 

印刷条件をもとに抽出した資産が一覧表示されます。 

印刷する資産の「選択」欄にチェックします。 

（初期値はすべてチェックオンの状態です。） 
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印刷条件設定画面 

各種帳票メニューの印刷条件設定画面の内容についてまとめました。 

いずれも画面左半分で印刷する資産情報を抽出し、画面右半分で印刷する情報を設定します。 

例：【帳票】－［1.資産一覧表］の印刷条件設定画面 

 

 

◎処理年度 

帳票印刷の際、印刷条件設定画面から処理年度の切り替えが可能です。 

処理年度を切り替えた場合、システム全体の処理年度が切り替わります。 

※同時ログイン中の他の運用者の環境では切り替わりません。 

 

 

  

《印刷条件（p.38）》 

印刷する資産情報を抽出 

《◎印刷項目設定（p.39）》 

印刷項目の設定 

 

《◎印刷資産選択（p.40）》 

印刷する資産を選択 
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◎印刷条件 

いずれも項目左側のチェックボックスにチェックすると抽出条件として使用できます。 

▼各種条件詳細 

帳票により一部条件が異なります。 

①資産一覧表 ②固定資産台帳 ③資産明細表 ④減価償却一覧表 

⑤除却売却一覧表 ⑥国庫補助金(特)一覧表 ⑦国庫補助金(特)台帳 ⑧サービス区分移動資産一覧表 

抽出条件 内          容 対象帳票 

拠点 資産登録した拠点で抽出します。 ①②③④⑤⑥⑦⑧ 

サービス区分 資産登録したサービス区分で抽出します。 ①②③④⑤⑥⑦⑧ 

科目 資産科目で抽出します。 ①②③④⑤  ⑧ 

コード コードで抽出します。 ①②③④⑤⑥⑦⑧ 

枝番 枝番で抽出します。 ①②③④⑤⑥⑦⑧ 

管理番号 コードと別で設定した管理番号から抽出します。 ①②③④⑤⑥⑦⑧ 

資産名 資産名で抽出します。（部分一致含む） ①②③④⑤⑥⑦⑧ 

取得日付 資産の取得日付で抽出します。 ①②③④⑤⑥⑦⑧ 

除却・売却日付 資産の除却売却日付で抽出します。     ⑤    

移動日付 資産の移動日付で抽出します。        ⑧ 

区分 資産登録した区分で抽出します。リストで区分を選択すると下に

区分明細が表示されます。初期値は全区分明細が選択されている

ので、該当する区分を選択します。 

ドラッグで連続選択、Ctrl キーを押下したままクリックで複数選

択が可能です。 

①②③④⑤⑥⑦⑧ 

除却資産 除却資産の抽出条件を指定します。 

「含める」「含めない」「当期のみ含める」から選択します。 

①②③④   ⑧ 

帳簿価額 0円 帳簿価額の状態で抽出します。 

「含める」「含めない」「当期のみ含める」から選択します。 

     ⑥⑦  
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◎印刷項目設定 

帳票タイトルのほか、集計項目やタイムスタンプの設定を行います。 

▼各種条件詳細 

帳票により一部条件が異なります。 

①資産一覧表 ②固定資産台帳 ③資産明細表 ④減価償却一覧表 

⑤除却売却一覧表 ⑥国庫補助金(特)一覧表 ⑦国庫補助金(特)台帳 ⑧サービス区分移動資産一覧表 

項  目 内          容 対象帳票 

帳票タイトル 出力する帳票のタイトルを入力します。 ①②③④⑤⑥⑦⑧ 

☑総合計表示 最下行に総合計を表示する場合はチェックします。 ① ③④⑤⑥   

集
計
項
目 

サービス区分 帳票に挿入したい集計項目にチェックオンして集計条件を

リストから指定します。「小計のみ」「小計及び改ページ」

「改ページのみ」から選択します。 

③④ ⑥   

科目 ① ③④⑤⑥   

追加項目 

帳票に追加したい項目があればチェックします。 

「拠点・サービス区分名」「区分名」「科目名」「備考」の 

表示/非表示を選択できます。 

②    ⑦  

追加項目①②③ 

追加項目を 3つまで指定できます。 

「取得価額」「科目名」「取得数量」「除却・売却数量」から

選択します。表示不要の場合は「設定なし」とします。 

    ⑤    

タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ 

☑印刷日時 
いずれも帳票の枠外にタイムスタンプとして表示する場合

はチェックオンします。 

「印刷日時」「ユーザー名」はヘッダー左で固定です。 

「ページ数」のみ、ヘッダー（ページ上部）／フッター

（ページ下部）のどちらか、且つ用紙の左側／中央／右側

のどこに表示するか選択できます。 

①②③④⑤⑥⑦⑧ 

☑ユーザー ①②③④⑤⑥⑦⑧ 

☑ページ ①②③④⑤⑥⑦⑧ 

用紙サイズ B4 または A4 から選択します。   ③④     
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◎印刷資産選択 

◎印刷条件で絞り込んだ資産情報から、さらに特定の資産だけ出力する場合や、 

資産情報の表示順などを設定する項目です。 

▼各種条件詳細 

帳票により一部条件が異なります。 

①資産一覧表 ②固定資産台帳 ③資産明細表 ④減価償却一覧表 

⑤除却売却一覧表 ⑥国庫補助金(特)一覧表 ⑦国庫補助金(特)台帳 ⑧サービス区分移動資産一覧表 

項  目 内          容 対象帳票 

出
力
順 

取得日 資産の出力順となるキー項目を指定します。 ①②③④⑤⑥⑦  

取得額 ①②③④⑤⑥⑦  

耐用年数 ①②③④⑤⑥⑦  

資産コード ①②③④⑤⑥⑦  

昇順／降順 出力順項目を、昇順／降順どちらで表示するか選択します。 ①②③④⑤⑥⑦  

用紙サイズ B4 または A4 から選択します。   ③④     

※⑧サービス区分移動資産一覧表は出力順や昇順/降順の指定、用紙サイズの選択はできません。 

 

▼特定の資産のみ出力する場合 

初期値は印刷条件に該当する資産がすべて選択されている状態です。 

チェックのオン／オフで表示／非表示を切り替えます。 

 

 

 

 

選択チェック 

チェックオンの資産は出力対象です。 

初期値はすべての資産にチェックが入っています。 

個別にクリックしてオン／オフを切り替えできます。 

全選択／全解除ボタン 

一覧表示されている資産を全選択／全解除するボタンです。 

資産件数 

現在一覧表示している資産件数が表示されます。 


